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4.ウェスタンブロット法 :細胞総蛋白を SDS-PAGEにて分画し,Smad2および p-smad2
の蛋白産生量を定量した0



















































低下し (p<0.05),遊走能は低下傾向であった｡一方で,アポ トー シス率は増
加した (p<0.01)0
2)Smad2のリン酸化は,TGF-β-Ⅰ型受容体を介するシグナル伝達経路に依存したO
以上のことから,smad2はTGF-p-Ⅰ型受容体によって活性化され,歯肉上皮細胞の増
殖および遊走を抑制することが明らかとなった｡このことは,結果的に歯周組織におい
てTGF-βの歯肉上皮に対する生物活性を受容体レベルおよび転写因子レベルで制御で
きる可能性を示唆しているOこうした事実は,Smad2の発現を制御することが歯周組織
再生療法の際に歯肉上皮の深部増殖の抑制に繋がることをも示唆する0
以上に基づき,本申請論文は博士 (歯学)の学位論文として価値があるものと認めた｡
